東に 面した 二階の 一 室であった。 

それ は 春 も 始めの 珍しく 晴 渡った 日の 暮 近い 午後の 

ことで ある。 この辺り に はつい ぞ 見かけぬ 三人の 若い 

男女が、 赤外線写真の ような 裾野 道 を いくつかの 荷物 

を 提げながら 迪り迪 り やって来た。 見る からに 画家ら 

こんごうせ いじ 

しい 二人の 男 は 川口 亜太郎 とその 友人の 金剛 蜻治、 女 

は 亜 太 郎の妻 不一 一、 やがて 三人が 岳 陰荘の 玄関に 着く 

しらせ 

と、 あらかじめ 報の あった ものと 見えて 山荘に 留守 

居す る 年老いた 夫婦の 者が 一 行 を 迎え入れた。 

やがて 浴室の 煙突から は 白い 煙が 立上り、 薪 を 割る 

ち J こ）' 

斧の 音が 辺 の 樹海に 冴え 冴えと 響き渡る。 けれども 



窓が ついていた。 川口 亜 太 郎の死 はこの 二階の 東 室で 

発見され た。 

まだ 旅装 も 解かぬ ままに その上へ 仕事着 を 着、 右手 

に は 絵筆 をし つかりと 握って、 部屋の 中央に のけぞる 

ように 倒れて いる 亜 太郎の 前に は、 小型の 画架に 殆ど 

仕上った 一 枚の 小さな 画布が 仕掛けて あり、 # 色 板 は 

乱雑に 投げ出されて 油壷の リン シ ー ド • オイル は 床の 

こま 

上に 零れ、 多分 倒れながら 亜太郎 がその 油 を 踏み 滑つ 

たもので あろう、 くの 字な りに 引搔 くように 着いて い 

た。 

急報に よって 吉田 町から 龃 けつけ た 医師 は、 検屍の 



てみ た。 が、 これ とても 何の 得る ところ もな く 終った _ 

大 月の 巧妙な 束縛 を 受けて、 鎖の ない 囚人の ように 

岳 陰荘に とどめられた 金剛 はと 云えば、 割に 平気で、 

時々 附近の 林の 中へ 出掛けて は、 なにかと 写生して 来 

たりして いた。 けれども その 絵 を 見る と、 それ はこの 

地方が 地形 上 特に 曇天の 日の 多い せいか、 大体 は 金剛 

の 画風に もよ るで あろうが、 いやに 陰気で、 妙に じめ 

じめ した 感情が 画面に 盛り 上って いるの だ。 大月は そ 

の 度に、 画家と 云う ものの 神経 を 疑いた くな つた。 

次の 日の 午後、 来合わせた 警官から、 東京に 於け る 

亜 太郎の 解剖の 結果 を 聞かされた。 けれども それ は、 



先に 挙げた 平凡な 後頭部の 打撲に よる 脳震盪が 死因で 

もたら 

あると 云う 以外に、 変った 二 ュ ー スは齎 されなかった。 

そして 大月 は、 ふと 犯人が 亜 太郎を 殴りつ けた 鈍器 を 

探す こと を 思いついて、 二階へ 上って いった。 

けれども この 仕事 は なかなか 六ケ 敷かった。 亜太郎 

の 後頭部 は、 兇器に 判然と 附着す る ほど 出血した ので 

もなければ、 また 兇器の 何たる か を 示す 程の 骨折 をし 

たので もない。 この場合 恐らく ステッキ でも 棍棒で も、 

又 花瓶で も 木箱で も 兇器と なリ 得る。 II 大月 弁護士 

は日暮 時まで、 二階の 床 をコッ コッと 鳴らし 続けて い 

た。 



人々 の 相手に もなら ず、 黙り込んで 二階へ とじこもつ 

てし まった。 皆 は 口 もき かずに 顔 を 見合わせる。 

习 A 車 

司法 主任が 元気で や つて 来た。 

昨日の 家宅捜査で 見事に 物的証拠 を 挙げた 彼 は、 東 

京に 於け る 亜 太郎の 葬儀が 済み 次第、 不二 を 検挙す る 

旨 を 満足げ に 話した。 けれども 大月は 一 向 浮かぬ顔 を 

して、 うわの 空で 聞いて いたが、 やがて 主任の 話が 終 

ると、 突然 意外な こと を 云いだ した。 

「あなた はま だ、 川口が 殴り殺され たの だと 思って い 

られ ますね」 



「な、 なんです つて 9 …… 立派な 証拠が」 

「勿論、 その 証拠に 狂いはないでしょう。 川口の 致命 

傷 は、 確かに あの 絵 具 箱の 隅で つけられ たものに 違い 

ありますまい。 けれども 川口 は、 あの 絵 具 箱で 殴り殺 

された ので はない のです よ」 

「と 云う と？」 

「独りで 転んだ 時に、 絵 具 箱の 隅に 触れたん です」 

「飛んでも ない？ 川口 は 立派な 遺言 を 残して …… 」 

「あり や あそん な 遺言 じ や 有りません。 も つ と 外に 意 

味が あります」 

「と 云う と？ I 



ません。 先日、 私が 川口 不二 を 容疑者と して 連行した 

時に、 あなた は、 私が 物的証拠 を 摑んで いないの を責 

めら れた。 で、 恰度 あの 場合と 同様に、 いま、 あなた 

の 云われる 話に ついて、 なに か 正確な 証拠 を 見せて 頂 

きたい」 

「判りました」 と 大月も いささか ムキ になった。 r 必 

ずお 眼に 掛けましょう。 が、 いま 直にと 云う 訳に は 

参りません。 私の 方から お招きに 上る まで、 待って 下 

さい。 必ずお 眼に 掛けます」 

「 …… 」 

司法 主： ft は、 くるりと 後 を 振り向く と、 足音 も 荒く、 



が 出来、 早速 東 室へ やって来 ると、 この 窓に 恰度 こん 

な 風に 現れて いた 影 富士を 見て、 直に 方位 上の 錯覚 

を 起し、 感興の 涌く ままに、 本物の 富士 のつ もりで、 

, J の 薄 紫 の 神秘的な 影 富 士を素 速く 写生し はじめる… 

〜」 

「成る 程」 

「けれども、 勿論 これ は、 入日の ために 箱 根 地方の 霧 

に 写つ た 影富士 ですから、 当然 間もなく 消えて しま い 

ます。 そこで、 ふと カンバスから 視線 を 離した 川口 氏 

は、 一寸の 間に 富士が 消えて しまったのに 気づいて、 

始めから 本物 だと 思い込んで いただけに、 この 奇蹟 的 



な 現象に 直面して、 ひどく 吃驚した に 違いありません。 

すると その 瞬間、 川口 氏の 頭の 中に その 朝 東京 を 出る 

ときに 白亭 氏から 与えられた 妙な 注意 の 言葉が 、 ふと 

浮びます。 あれ は、 確か …… あちらへ いったら、 ふじ 

さんに きを つけなさい …… と 云うよう な 言葉でした 

ね 9 」 

「む ゥ、 素晴 しい。 …… つまり、 やっぱり 私が、 最初 

から 睨んで いた 通り、 不二さん は、 富士山に、 通ず る 

…… ですな …… ふム、 確かにい い。 実に、 完全無欠 

だ！」 

司法 主任 はすつ か リ満说 の 体で 身 を 反らし、 ^鼻 を 



うごめかしながら、 おもむろに 窓外 を 眺め 遣 つ た 。 

そこに は、 夕風に 破られた 狭霧の 隙間 を 通して、 恰 

度 主任の 小鼻の ような 箱 根 山が、 薄暗の 中に むッ つり 

眠って いる だけで、 もう 富 土の 姿 は 消えた のか、 影 も 

形 も 見えなかった。 
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